
 
 

 

Development of Enzyme-Responsive Photoluminescent Probes 
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Figure 1. (a) Activation process of photoluminescent probe B-PiQ-A. CES: carboxylesterase. 
(b) CLSM images of RAW264 cells with (PMA (+)) or without (PMA (�)) pretreatment of PMA 
before the incubation with B-PiQ-A  ex det = 405 nm/410�587 nm. Scale bars 
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研究成呆概要

細胞内における酵素活性は、周辺環境（活性酸素濃度、 値など）に密接に関連している

ことが知られる。本研究課題では、細胞死に関連する酵素の つであるカルボキシエステラー

ゼ（ ）と活性酸素（ ）濃度の関連を調査することを目的に、 および の両方に

応答し発光する分子プローブ を設計、合成した（ ）。分子軌道計算により、

骨格を持つ が

を経て発光することを明らかにした。す

なわち、 は光励起された後につプロトンが移動し発光する を起こすだけでなく、

基底状態において つプロトン移動した構造も取りうること、この構造からの励起によりさらにプ

ロトン移動が起こり、 つプロトン移動した構造からの発光も観測されることを明らかにした。な

お、 は水中で凝集し、凝集誘起発光による強い発光を示すため、生物活性物質の検出に

適した分子プローブの骨格として有望であることを示した。 に応答する 基、 に

応答する 基を持つ が および に速やかに応答し、

へと変換されることを示した。細胞実験を通して、細胞外から加えられた の検出だけ

でなく、 の産生を活性化する を加えた 細胞の内因性

を検出できることも明らかにした（ ）。
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